
内訳明細書作成時の注意事項 

 

１ 平成 27 年度から内訳明細書の様式を変更していますので、入札情報に添付された様式

を使用して作成してください。  

 

２ 内訳項目の追加及び削除は行わないでください。  

 

３ 内訳明細書の様式に注意事項を提示していますので、必ず読んでから作成してください。  

 

４ 書類の取り違え、記入漏れ等の重大な不備がある場合は、失格となることがありますの

で、提出時には必ず内容を確認してください。  

 

５ 内訳明細書のファイル名は、名称の先頭に業者の名称を記載してください。例：[○○建

設△△工事内訳書]  

  なお、ファイル名の誤りについては、失格の対象にはなりません。 

 

６ 令和７年１２月１２日以降、落札者については、「材料費」、「労務費」、「法定福利費の事

業主負担額」、「建退共制度の掛金」及び「安全衛生経費」を記載した内訳明細書を提出す

る必要があります。 

  入札時に提出された内訳明細書について、上記項目に記載漏れがあった場合でも、失格

とはなりませんが、落札者は必ず契約時に労務費等を記載した内訳明細書を提出する必

要があります。 

なお、入札情報に添付された様式を使用して作成することとしてください。 

 


